
リ
ョ
ー
ビ

　
リ
ョ
ー
ビ
は
操
作
性
を
高

め
た
「
電
子
サ
ン
ダ
Ｓ
―
１

０
０
０
Ｅ
」
と
「
Ｓ
―
１
２

０
０
Ｅ
」
を
発
売
し
た
。
パ

ッ
ド
部
の
回
転
範
囲
を
大
き

く
す
る
た
め
に
偏
芯
量
を
増

や
し
、
回
転
数
は
従
来
の
毎

分
８
０
０
０
回
転
か
ら
５
５

０
０
回
転
に
抑
制
し
た
。
負

荷
が
か
か
っ
て
も
最
高
回
転

数
を
維
持
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
制
御
機
能
を
搭
載
し
、

安
定
し
た
操
作
を
可
能
に
し

て
い
る
。

　
重
心
を
下
げ
、
重
量
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
直
す
こ
と
で
振

動
を
抑
え
、
使
い
手
の
負
荷

軽
減
に
寄
与
す
る
。

　
ベ
ー
ス
は
剛
性
の
高
い
ア

ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
製
。
研
削

性
能
は
現
行
機
種
と
同
等
以

上
を
確
保
し
た
。

　
木
材
や
金
属
な
ど
の
研

削
、
研
磨
作
業
用
で
、
大
工

や
木
製
品
製
造
業
、
板
金
業

な
ど
プ
ロ
ユ
ー
ザ
ー
向
け
に

売
り
込
む
。

水
戸
工
機

　
水
戸
工
機
の
「
チ
ュ
ー
ブ

リ
ム
ー
バ
ー
エ
ボ
」
は
顧
客

の
声
か
ら
生
ま
れ
た
ミ
ト
ロ

イ
オ
リ
ジ
ナ
ル
工
具
で
あ

る
。

　
同
製
品
は
あ
ら
ゆ
る
設
備

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
で
有
効

活
用
で
き
る
。
６
ア
イ
テ
ム

サ
イ
ズ
を
取
り
そ
ろ
え
て

い
る
。
優
れ
た
耐
候
性
・
耐

食
性
を
持
つ
ス
テ
ン
レ
ス
酸

化
発
色
皮
膜
処
理
を
採
用
し

た
。
塗
料
と
は
異
な
り
、
剥

が
れ
や
色
あ
せ
が
な
く
、
ス

テ
ン
レ
ス
を
さ
ら
に
錆
に
く

く
し
て
い
る
。
使
用
条
件
の

厳
し
い
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
や

医
療
・
食
品
関
係
で
も
有
効

で
あ
る
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
の
「
エ
ア
ー

チ
ュ
ー
ブ
リ
ム
ー
バ
ー
」

は
、
国
産
大
型
ト
ラ
ッ
ク
メ

ー
カ
ー
の
エ
ア
サ
ス
車
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
作
業
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
厳
し
い
条
件
下
で

も
使
用
で
き
、
作
業
を
効
率

良
く
行
え
る
と
好
評
だ
。

日
立
工
機

　
日
立
工
機
は
環
境
配
慮
型

製
品
の
開
発
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
新
発
売
の

イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー

「
Ｗ
Ｈ

Ｖ
Ｅ
形
」
は
電
気

ロ
ス
が
少
な
く
、
高
効
率
で

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ｅ
モ
ー
タ

ー

ブ
ラ
シ
レ
ス
モ
ー
タ

ー

と
独
自
の
電
子
制
御
技

術
に
よ
り
、
カ
ム
ア
ウ
ト
が

少
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
作
業
、

温
度
上
昇
が
低
く
連
続
作
業

で
も
安
定
し
た
能
力
、
取
り

回
し
が
し
や
す
い
コ
ン
パ
ク

ト
ボ
デ
ィ
ー
、
継
ぎ
コ
ー
ド

使
用
時
で
も
電
圧
降
下
の
影

響
が
少
な
く
締
め
付
け
ス
ピ

ー
ド
が
落
ち
に
く
い
な
ど
、

作
業
効
率
を
高
め
る
機
能
を

備
え
る
。

　
今
後
も
高
機
能
、
使
い
や

す
さ
、
安
全
性
と
い
っ
た
製

品
コ
ン
セ
プ
ト
に
加
え
、
製

品
の
省
電
力
化
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
ク
リ
ー
ン
な
環
境
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。

ト
ッ
プ
工
業

　
ト
ッ
プ
工
業
の
顔
と
い
え

る
の
が
モ
ン
キ
ー
レ
ン
チ
類

だ
。
ラ
チ
ェ
ッ
ト
レ
ン
チ
と

並
ぶ
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
誇
り
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
信

頼
も
厚
い
。

　
中
で
も
ハ
イ
パ
ー
レ
ン
チ

は
、
モ
ン
キ
ー
を
超
越
し
た

モ
ン
キ
ー
と
し
て
プ
ロ
の
強

い
支
持
を
得
て
い
る
。
第
一

に
、
使
用
感
を
大
き
く
左
右

す
る
モ
ン
キ
ー
に
つ
き
も
の

の
ガ
タ
が
な
い
。
一
度
ハ
イ

パ
ー
レ
ン
チ
を
使
う
と
、
普

通
の
モ
ン
キ
ー
レ
ン
チ
で
は

満
足
で
き
な
い
ユ
ー
ザ
ー
が

多
い
と
い
う
。

　
ま
た
、
口
開
き
が
並
行
な

た
め
、
作
業
中
の
ウ
オ
ー
ム

微
調
整
が
不
要
で
、
効
率
良

く
作
業
で
き
る
。

　
作
業
者
の
手
に
や
さ
し
い

非
対
称
ハ
ン
ド
ル
や
、
バ
ッ

ク
ラ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ウ
オ
ー
ム

を
保
護
す
る
ウ
オ
ー
ム
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
な
ど
の
機
能
も
満

載
だ
。

マ
キ
タ

　
マ
キ
タ
は
独
自
に
開
発
し

た
Ａ
Ｖ
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
　
Ｖ

Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

低
振

動
機
構
を
搭
載
し
た
２

ク
ラ
ス
の
ハ
ン
マ
ー
ド
リ
ル

を
発
売
し
た
。

　
打
撃
時
の
反
動
を
吸
収
す

る
防
振
ス
プ
リ
ン
グ
と
、
ピ

ス
ト
ン
と
は
逆
方
向
に
お
も

り
を
振
る
こ
と
で
振
動
を
相

殺
し
安
定
さ
せ
る
カ
ウ
ン
タ

ー
ウ
エ
ー
ト
の
２
つ
の
機
構

に
よ
り
、
軽
量
・
コ
ン
パ
ク

ト
な
が
ら
圧
倒
的
な
低
振
動

を
実
現
し
た
。

　
こ
の
他
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
、
ビ
ッ
ト
振
れ
防
止
機

能
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
深
さ
調
整

機
能
な
ど
を
装
備
。
標
準
付

属
品
の
集
じ
ん
カ
ッ
プ
を
取

り
付
け
れ
ば
上
向
き
作
業
も

快
適
。
ハ
ツ
リ
が
可
能
な
３

モ
ー
ド
タ
イ
プ
の
「
Ｈ
Ｒ
２

６
１
１
Ｆ
」
と
穴
あ
け
専
用

の
２
モ
ー
ド
タ
イ
プ
の
「
Ｈ

Ｒ
２
６
０
１
Ｆ
」
が
あ
る
。

ボ
ッ
シ
ュ

　
ボ
ッ
シ
ュ
が
７
月
１
日
に

発
売
し
た
Ａ
Ｃ
１
０
０

タ

イ
プ
の
カ
ッ
ト
ソ
ー
「
Ｇ
Ｍ

Ｆ
２
５
０
Ｃ
Ｅ
型
」
は
１
分

間
に
最
大
２
万
回
の
振
り
子

振
動
を
実
現
し
た
戦
略
製

品
。
強
力
パ
ワ
ー
と
連
続
作

業
性
を
両
立
し
市
場
で

カ

ッ
ト
ソ
ー
な
ら
ボ
ッ
シ
ュ

の
イ
メ
ー
ジ
浸
透
を
狙
う
。

　
Ｇ
Ｍ
Ｆ
２
５
０
Ｃ
Ｅ
型
の

振
り
幅
は
左
右
１
・
４
度
。

細
か
い
振
動
で
面
一
切
断
や

ポ
ケ
ッ
ト
切
断
を
容
易
に
す

る
。

　
先
端
工
具
は
ス
ク
レ
ー
パ

ー
や
ラ
バ
ー
パ
ッ
ト
に
交
換

す
る
こ
と
で
剥
離
や
研
磨
作

業
も
可
能
だ
。

　
用
途
は
多
種
多
様
。
石
こ

う
ボ
ー
ド
２
枚
張
り
ポ
ケ
ッ

ト
切
断
や
銅
管
の
面
一
切

断
。
さ
ら
に
は
硬
化
ボ
ン
ド

の
剥
が
し
、
断
熱
材
の
切
断

に
も
威
力
を
発
揮
す
る
。
価

格
は
２
万
８
５
０
０
円

税

別

。

産業用電動工具＆作業工具

主要各社の製品・技術順不同 作
業
工
具

需
要
持
ち
直
し
へ

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

今
後
の
展
望

作業工具は単なる実用品から見て、触れ
て、使って納得できるものへ（レンチ）

高
付
加
価
値
品
が
増
加
新
興
国
勢
と
の
競
争
激
化
で

使
い
や
す
く
、
負
担
軽
減
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産
業
用
電
動
工
具
の
需
要

に
つ
い
て
は
、
海
外
市
場
は

順
調
で
国
内
も
昨
年
後
半
か

ら
住
宅
着
工
数
増
な
ど
を
反

映
し
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
先

行
き
が
読
み
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
が
、
徐
々
に
復
興
が
進

む
に
つ
れ
、
新
た
な
需
要
も

生
ま
れ
そ
う
だ
。

　
こ
れ
は
作
業
工
具
に
と
っ

て
も
同
じ
事
。
昨
年
後
半
あ

た
り
か
ら
国
内
市
場
の
回
復

が
鮮
明
と
な
っ
た
が
、
震
災

で
一
連
の
動
き
は
ス
ト
ッ
プ

し
た
。

　
た
だ
、
作
業
工
具
メ
ー
カ

ー
で
は
製
造
拠
点
に
直
接
被

害
を
受
け
た
例
は
少
な
く
、

当
初
懸
念
さ
れ
た
ほ
ど
の
製

造
の
停
滞
も
起
こ
ら
な
か
っ

た
。
現
在
は
ガ
ス
や
水
道
用

工
具
に
動
き
が
あ
り
、
今
後

の
復
興
が
順
調
に
す
す
め

ば
、
建
築
関
連
の
復
興
需
要

も
本
格
化
。
秋
ご
ろ
に
は
ほ

ぼ
元
の
状
態
に
も
ど
り
、
今

年
後
半
に
は
そ
こ
そ
こ
の
結

果
が
残
せ
る
の
で
は
と
見
る

向
き
も
多
い
。

　

年
の
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
へ
の
移

行
後
、
い
く
つ
か
の
工
具
メ

ー
カ
ー
に
お
い
て
、
独
自
基

準
の
品
質
保
証
体
制
を
確
立

し
た
り
、
既
存
の
規
格
に
こ

だ
わ
ら
ず
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

ー
あ
る
製
品
を
作
ろ
う
と
す

る
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
と
し
て

は
、
手
動
の
レ
ン
チ
に
デ
ジ

タ
ル
メ
ー
タ
ー
を
装
着
し
、

正
確
な
ト
ル
ク
管
理
を
可
能

に
し
た
も
の
を
は
じ
め
、
複

数
の
工
具
を
ひ
と
つ
に
ま
と

め
、
特
定
の
作
業
を
行
う
際

に
工
具
の
持
ち
替
え
の
手
間

を
減
ら
し
た
も
の
、
あ
る
い

は
部
位
に
よ
っ
て
ア
ル
ミ
と

鋼
な
ど
材
質
を
使
い
分
け
、

大
幅
に
軽
量
化
し
た
も
の
な

ど
、
自
由
な
発
想
に
よ
っ
て

ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
を
減
ら
そ

う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
ま

た
、
規
格
に
沿
っ
た
工
具
で

も
稼
働
部
の
わ
ず
か
な
ガ
タ

を
減
ら
し
た
り
、
持
ち
手
の

形
状
を
変
更
し
た
り
な
ど
の

細
か
な
修
正
を
行
い
、
使
い

や
す
さ
を
向
上
し
た
製
品
が

登
場
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
工
具
の
ヘ
ビ

ー
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
現
場
作

業
者
の
中
に
も
、
工
具
に
強

い
関
心
を
持
ち
、
納
得
で
き

る
製
品
を
持
と
う
と
す
る
人

も
少
な
く
な
い
。
先
に
も
触

れ
た
が
、
建
築
現
場
で
働
く

作
業
者
が
使
用
す
る
工
具
は

自
分
持
ち
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
工
具
の
コ
ス
ト
は
自
分

の
懐
に
直
接
跳
ね
返
る
。
そ

れ
で
も
良
い
工
具
を
使
お
う

と
す
る
こ
と
は
メ
ー
カ
ー
側

に
と
っ
て
も
「
非
常
に
心
強

い
」

関
西
作
業
工
具
協
同

組
合
・
河
野
雄
子
さ
ん

。

　
た
だ
、
い
く
つ
か
の
問
題

も
存
在
す
る
。
一
つ
は
コ
ピ

ー
製
品
の
増
加
。
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
の
一
方
で
、
す
ぐ
に

は
見
分
け
の
付
か
な
い
デ
ッ

ド
コ
ピ
ー
が
数
を
増
し
た
。

取
り
締
ま
り
は
難
し
く
、
メ

ー
カ
ー
側
も
頭
を
悩
ま
せ
て

い
る
。
さ
ら
に
景
気
後
退
に

伴
い
、
建
築
現
場
で
の
金
品

や
工
具
の
盗
難
が
増
え
て
い

る
と
言
わ
れ
る
。
こ
ち
ら
も

メ
ー
カ
ー
で
は
解
決
が
困
難

な
問
題
で
あ
り
、
使
う
側
に

も
注
意
が
必
要
だ
。

　
作
業
工
具
業
界
で
は
、

年
以
上
に
渡
っ
て
品
質
に
こ

だ
わ
り
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

よ
う
と
す
る
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
よ
り
以
前

は
、
国
内
の
自
動
車
整
備
工

具
市
場
な
ど
に
お
い
て
は
、

品
質
・
仕
上
げ
と
も
に
優
れ

た
欧
米
の
高
級
工
具
が
プ
ロ

・
ア
マ
チ
ュ
ア
合
わ
せ
た
あ

こ
が
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
製
品
と

し
て
存
在
。
国
産
工
具
に
つ

い
て
は
品
質
へ
の
評
価
は
高

か
っ
た
が
、
一
部
を
除
き
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
実
用
品
と

し
て
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と

が
一
般
的
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
国
内
メ
ー
カ
ー

か
ら
も
、
信
頼
性
に
加
え
使

い
や
す
さ
や
仕
上
げ
に
ま
で

気
を
配
り
、
心
理
的
な
面
も

含
め
た
商
品
の
満
足
度
を
高

め
よ
う
と
い
う
動
き
が
起
こ

っ
た
。
さ
ら
に
近
年
、
国
内

メ
ー
カ
ー
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
め
、
現
在
販
売

さ
れ
て
い
る
製
品
は
、
面
取

り
の
実
施
、
鏡
面
や
ナ
シ
地

な
ど
表
面
仕
上
げ
に
ま
で
気

を
配
り
、
実
用
の
道
具
で
は

あ
っ
て
も
美
観
や
手
に
持
っ

た
感
触
に
も
優
れ
た
高
付
加

価
値
工
具
が
増
え
て
い
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
円
高
進

行
に
伴
い
欧
米
産
高
級
工
具

の
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
こ

と
と
、
ア
ジ
ア
圏
の
新
興
国

に
よ
る
低
価
格
品
が
急
速
に

普
及
し
、
競
争
が
激
化
し
た

こ
と
が
あ
る
。
と
り
わ
け
問

題
と
な
っ
た
の
は
ア
ジ
ア
圏

か
ら
の
安
価
な
製
品
の
大
量

流
入
。
一
時
は
大
型
店
な
ど

で
は
ど
こ
で
も
ア
ジ
ア
製
工

具
の
赤
札
セ
ー
ル
が
見
ら
れ

た
も
の
だ
っ
た
。

　
現
在
、
こ
う
し
た
騒
動
は

一
段
落
し
、
中
・
高
級
品
の

国
産
と
安
価
な
ア
ジ
ア
製
品

と
の
す
み
分
け
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
販
売
店
の

店
頭
で
も
初

心
者
向
け
と

し
て
低
価
格

の
ア
ジ
ア
産

製
品
を
置

き
、
中
級
以

上
は
信
頼
性

の
高
い
メ
ー

ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
を

薦
め
る
と
い

っ
た
展
開
が

見
ら
れ
る
よ

う
だ
。


